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第１０回在宅医療研究会「パーキンソン病について」

　

　北阪神支部は１１月２９日、第１０回在宅医療研究会をい

たみホールで開催。「パーキンソン病について～診断・治療

から最近の話題まで～」と題し、つちやま内科クリニック

( 西宮市 ) の土山雅人先生が講演。医師、歯科医師、看護師ら

３８人が参加した。

　講師の土山先生は「２００年近くの歴史を持つパーキンソ

ン病の治療の発展とともに、患者さんの予後も改善し、発症

から２０年先を見据えた治療やケアを考える時代になってい

ま す。」 と し、

パーキンソン病

について、テキストをもとに診断・治療から最

近の話題をわかりやすく解説。

　参加者からは「パーキンソン病について、病

気の理解、診断、治療についての新しい考え方

に接することができた。」「訪問看護を行ってお

り、利用者にパーキンソン病の方が居るので大

変参考になった。とても役立てる内容だったの

で、職場のスタッフと知識を共有したい。」と

いった声が聞かれた。

基礎知識から最近の話題まで、 幅広く学ぶ

講師の土山先生

とても良い勉強になったという声が多く寄せられた。

支部ニュースへの投稿を募集しています。

日常診療にかかわることや、主張、趣味のお話などお寄せ下さい。

TEL 078-393-1801 ／ FAX 078-393-1802　e-mail　junki@doc-net.or.jp　担当； 横山まで

☆北阪神支部ニュースへの投稿を募集しています

協会副理事長 ・ 政策部

2015 年 1 月 31 日 （土）　17:00 ～ 18:20

　西山　裕康 先生

　2012 年の民主党・自民党・公明党の３党合意に基づき、社会保障制度改革推進法が成立しました。
これに基づいた「社会保障制度改革国民会議」報告書を受け、自民党はプログラム法を強引に可決
し、これらでは社会保障の考え方は「自助・自立」を強調する方向に変質しています。
　2013 年６月には、医療法・介護法などを一
括して改悪する「医療・介護総合法」が強行
採決されました。この法案では、病床機能の
報告制度や地域医療ビジョンの策定、要支援
者の介護保険外しや介護保険利用者負担の引
き上げなど、さまざまな改悪が盛り込まれて
います。
　社会保障・医療のあり方が変えられようと
しています。医療はこれからどうなっていく
のか、協会副理事長の西山裕康先生にお話い
ただきます。
　あたたかい鍋を囲みながらのざっくばらん
な会ですので、お気軽にご参加ください。

　－新春政策研究会のご案内－ 

18:30 ～ （於・同上　参加費：5000 円＋お飲み物代）

医療 ・介護総合法とこれからの医療

地区　　　　　　　　            

お名前                          医療機関名                                      

兵庫県保険医協会北阪神支部

明月記 （宝塚市雲雀丘山手 2-10-11 ／ TEL 072-757-3411、 送迎あり）

講　師

　・出席します　（　　）名　

【 ＦＡＸ返信 】 078-393-1802( 切り取らずに返信ください )

■北阪神支部・新春政策研究会に

日　時

会　場

懇親会

※阪急雲雀丘花屋敷駅から無料送迎バス 5 分

※お問い合わせは、北阪神支部担当事務局（℡ 078-393-1807）小西・小川・横山まで

※人数をお知らせください
※お申し込みいただいた方には詳しい地図をお送りします
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◆北阪神支部の会員数と組織率
　１２/5 現在　医科３２７人（７２％）、歯科１７４人（５４％）
◆当面の支部活動
　　1 月 31 日 ( 土 ) 新春政策研究会 ( 案内４面 )
　　「医療・介護総合法とこれからの医療」
　　講師　保険医協会副理事長・政策部　西山　裕康　先生
　　会場　宝塚市雲雀丘　明月記　17：00 ～ 18：20(18：30 から懇親会を開催 )
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　以上を開催予定
　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせは℡ 078-393-1807 小西・横山・小川まで

１２月４日 ( 木 ) 伊丹市立産業・情報センター  会議室Ｃ

第 329 回幹事会だより

■兵庫県保険医協会のホームページは

　http://www.hhk.jp/

＊生涯研修に役立つ各種研究会のご案内、おトク

　で安心な共済制度のご紹介、日々の協会活動の

　ご報告を掲載しております。

＊お知らせ＊

通話料無料　（0120）979-451

健康情報テレホンサービス

< １２月のテーマ >

月曜日　　ドライアイの話 (再放送 )　　　　　　　　　木曜日　　　�下肢静脈瘤の話

火曜日　　クリスマスと口臭　　　　　　　　　　�　　　　金土日　　　�高齢者の皮膚のかゆみ

水曜日　　ストップ！窓口負担増　　　　　　　　　　　　年末年始　　誤嚥しにくい食べ方と姿勢

　自民党が政権を取る際、社会保障と税の一体改革の名のもとに、消費税増税をする

ことで社会保障に使うこと、さらに議員削減・身を切る改革を行うことを公約したこ

とを、皆さまも忘れておられないと思います。

　そして、今年４月に消費税は８％に引き上げられましたが、円安で輸入物価も上がり、

賃金は上がらず、消費が低迷し、国民の大部分は苦しんでいます。消費増税は大部分

が公共事業や大企業の減税などに使われ、大企業はうるおい賃金も上がりますが、中

小企業には増税です。すなわち医科・歯科のわれわれも中小企業と同じで、毎日、人

一倍、神経を使って診療をしていますが、何かにつけ、増税させられています。（薬品、

医療器機など、消費税を払って購入し、投与・治療の際には消費税はもらっていません）

　安倍首相は、消費税を 10％に引き上げなければ社会保障を維持できないと言ってい

ますが、8％に引き上げられた消費税はほとんどが社会保障に使われることはありませ

んでした。しかるに 10％に上げても同じことです。さらに、政府は保険料を引き上げ、

窓口負担増策を次々と行おうとしています。私も「ストップ患者負担増」署名を集め

ていますが、そんななか突然の衆議院解散です。

　民主党政権時、不況の中で震災復興は進まず、国民の不安と不満が募っていた時、

登場した安倍氏は精力的な外交を行い、アベノミクスという名のもとで、国民は「強

い安倍」と歓迎しました！そして、高い支持率の中で増税を実施し、軍備、原発も推

進してきましたが、結局官僚システムとの共存共栄を図ろうとするのが現在の安倍

政権の姿です。そして、ＧＰＩＦ（年金積立金管理運用独立行政法人）による年金

１３０兆円の運用などで、株価を維持しようとしています。かつて年金の資金運用先

として多額の損失を出したグリーンピアを思い出してください。失敗した場合、誰が

責任をとるのでしょうか。

　この４月の消費税増税で、一般国民や中小企業は物価上昇などでますます景気が悪

化しているなか、松島・小渕氏のダブル辞任をはじめ、交通費とされ、第２の給料と

いわれる文書通信交通費１００万円のつかいみちなどなど、政治家の金銭感覚の欠如

には、どのようになっているのか疑いたくなります。今、多くの審議を残して、総選

挙に６００億円あまりを使い、誰のための解散総選挙なのですか？

　国民は新しい日本に期待しています。その期待に応える義務があります。政治は国

民のためにあってこそ政治なのです。忘れないでほしいと思います。

国民のためあってこその政治
会�員�投�稿�コ�ー�ナ�ー

伊丹市　谷口耳鼻咽喉科　谷口　紀善

「ストップ患者負担増」署名　めざせ！５万筆

受付 ・待合室に署名用紙を設置し、 患者さんに呼びかけてください

集まった署名をご返送下さい。

　協会では政府が検討課題とする受診時定額負担、漢方薬や湿布薬などの保険外

しといった患者負担増計画を許さないために、「新たな患者負担増をやめ、窓口

負担の大幅軽減を求める請願」署名運動に５万筆を目標に取り組んでいます。

　会員の先生方におかれましては、受付・待合室に署名用紙を設置のうえ、患者

さんおよびそのご家族にも幅広く協力を呼びかけてください。一次締切は１２月

末です。集めていただいた署名を協会までご返送いただきますようお願いいたし

ます。署名用紙の追加をご希望の場合は、協会事務局までご連絡ください。


